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小学校は、全校生徒数 1600 名を超える日本一のマンモ
ス校となっている（平成 25 年現在）。そのため当園も認





















（１） 調査対象：認定こども園 I 幼稚園通園児の母親を対
象とした。
（２） 実施期間：平成 25 年６月に実施した。



































































































属性 項目 人数（%） 属性 項目 人数（%）
年齢
  ～ 25 歳 0（ 0）
子どもの数
１人 33（12）
26 ～ 30 歳 23（ 8） ２人 161（59）
31 ～ 35 歳 100（37） ３人以上 79（29）
36 ～ 40 歳 117（43）
居住年数
１年未満 20（ 7）
41 歳 以 上 33（12） １～３年未満 57（21）
就労
状況
専業主婦 185（68） ３～５年未満 78（29）





第１子 第２子 第３子 第４子 第５子
居住３年未満  77 55（71） 19（25）  3（ 4） 0（0） 0（0）
居住３年～５年未満  78 41（53） 29（37）  7（ 9） 1（1） 0（0）




26 ～ 30 歳 16（21）
31 ～ 35 歳 31（40）
36 ～ 40 歳 25（33）
41 歳 以 上  5（ 6）
居住３年～５年未満
26 ～ 30 歳  6（ 7）
31 ～ 35 歳 31（40）
36 ～ 40 歳 34（44）
41 歳 以 上  7（ 9）
居住５年以上
26 ～ 30 歳  1（ 1）
31 ～ 35 歳 38（32）
36 ～ 40 歳 58（49）
41 歳 以 上 21（18）
認定こども園における子育て支援の母親に及ぼす影響













は 70 名（36%）、第３子は 32 名（16%）、第４子は２名
（１%）、第５子は１名（１%）の計 196 名である。なお、
対象園に２人通わせている母親は 46 名で、第１子と第
２子の場合が 32 名、第２子と第３子の場合が 14 名であ
り、この場合は３年未満と同様に上位の子で集計した。
（２）母親の子育て意識






が３年以上より平均値が高く、t（271） = 5.74, p ＜ .001 で
有意な差が見られた。第４因子「友人の支え」において
は、３年以上が３年未満より平均値が高く、t（271） = 7.65, 
p ＜ .001 で有意な差が見られた。さらに第６因子「育児
責任」においても、３年以上が３年未満より平均値が高
く、t（271） = 3.02, p ＜ .01 で有意な差が見られた。
（３）母親の育児感情







下位尺度 M SD M SD ｔ検定
第１因子　育児負担 2.64 .61 2.72 .54 n.s.
第２因子　育児肯定 3.40 .40 3.41 .35 n.s.
第３因子　育児相談 3.08 .63 2.56 .70 t（271） = 5.74***
第４因子　友人の支え 2.08 .70 2.61 .42 t（271） = 7.65***
第５因子　親族の支え 2.50 .98 2.41 .68 n.s.
第６因子　育児責任 2.58 .49 2.71 .26 t（271） = 3.02**
***：P ＜ .001   **：P ＜ .01
表５  母親の育児感情５）の比較とｔ検定結果　
３年未満（n=77） ３年以上（n=196） 　
下位尺度 M SD M SD ｔ検定
第１因子　子育て充実感 3.58 .38 3.42 .34 t（271） = 3.05**






未満が３年以上より平均値が高く、t（271） = 3.05, p ＜ .01
で有意な差が見られた。
（４）母親の育児の振返り






未満が３年以上より平均値が高く、t（271） = 1.84, p ＜ .10
の有意な傾向が見られた。
（５）母親の実際の育児方法






























３年以上が 59%、３年未満が 53% である。
表６　母親の育児の振返り５）の比較とｔ検定結果
３年未満（n=77） ３年以上（n=196） 　
下位尺度 M SD M SD ｔ検定
第１因子　子どもへの省察 3.25 .37 3.15 .45 t（271） = 1.84＋
第２因子　親自身の省察 3.26 .52 3.25 .52 n.s.




下位尺度 M SD M SD ｔ検定
第１因子　積極的・肯定的関心 3.20 .46 3.07 .36 t（271） = 2.34*
第２因子　感情的な叱責 2.71 .55 2.80 .61 n.s.
*：P ＜ .05 
図３　友人が増えた
認定こども園における子育て支援の母親に及ぼす影響


































下位尺度 M SD M SD ｔ検定
Ｅ１ 友人が増えた 2.67 .96 2.70 .88 n.s.
Ｅ２ 遊びの幅が広がった 2.52 .93 2.61 .93 n.s.
Ｅ３ 接し方に余裕がでてきた 2.50 .88 2.52 .88 n.s.



































































































専業主婦の場合は表 12、就業者の場合は表 13 のとおり
である。
認定こども園における子育て支援の母親に及ぼす影響
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　表 11 より、第２因子「育児肯定」において、未利用者
が利用者より平均値が高く、t（271） = 2.49, p ＜ .01 の有
意な差が見られた。
　表 12 より、第２因子「育児肯定」において、未利用者
が利用者より平均値が高く、t（183） = 2.31, p ＜ .05 と有
意な差が見られた。
　表 13 より第５因子「親族の支え」において、就業者
の未利用者が利用者より平均値が高く、t（86） = 2.08, p
＜ .05 の有意な差が見られた。
（３）母親の育児感情
















　得られたデータの利用者 207 名と未利用者 66 名を「母
表 11　利用有無による母親の子育て意識４）ｔ検定結果
利用者（n=207） 未利用者（n=66） 　
下位尺度 M SD M SD ｔ検定
第１因子　育児負担 2.67 .60 2.62 .61 n.s.
第２因子　育児肯定 3.38 .37 3.50 .32 t（271） = 2.49**
第３因子　育児相談 3.02 .64 3.09 .68 n.s.
第４因子　友人の支え 2.15 .66 2.14 .67 n.s.
第５因子　親族の支え 2.61 .96 2.71 .97 n.s.
第６因子　育児責任 2.57 .56 2.58 .47 n.s.
**：P ＜ .01 
表 12　利用有無による母親の子育て意識４）ｔ検定結果（専業主婦の場合）
利用者（n=127） 未利用者（n=58） 　
下位尺度 M SD M SD ｔ検定
第１因子　育児負担 2.69 .58 2.67 .63 n.s.
第２因子　育児肯定 3.37 .36 3.50 .32 t（183） = 2.31*
第３因子　育児相談 3.06 .60 3.10 .71 n.s.
第４因子　友人の支え 2.11 .66 2.15 .66 n.s.
第５因子　親族の支え 2.50 .94 2.71 .97 n.s.
第６因子　育児責任 2.66 .50 2.56 .46 n.s.
*：P ＜ .05 
表 13　利用有無による母親の子育て意識４）ｔ検定結果（就業者の場合）
利用者（n=80） 未利用者（n= ８） 　
下位尺度 M SD M SD ｔ検定
第１因子　育児負担 2.67 .63 3.33 .42 n.s.
第２因子　育児肯定 3.39 .38 3.53 .38 n.s.
第３因子　育児相談 2.97 .70 3.00 .53 n.s.
第４因子　友人の支え 2.22 .66 2.06 .76 n.s.
第５因子　親族の支え 2.77 .97 3.50 .53 t（86） = 2.08*
























（４） = 10.545, p< .05で回答には有意
な差があった。
　図７より肯定的回答とする評価４と評価３の合計は、





















































































表 14　利用者・未利用者の平均得点と t 検定の結果
利用者（n=207） 未利用者（n=66） 　
下位尺度 M SD M SD ｔ検定
Ｅ１ 友人が増えた 2.73 .99 2.56 1.00 n.s.
Ｅ２ 遊びの幅が広がった 2.69 .94 2.31  .85 t（271） = 2.89**
Ｅ３ 接し方に余裕がでてきた 2.58 .88 2.30  .83 t（271） = 2.32*
Ｅ４ 参加が楽しみ 2.68 .85 2.42  .90 t（271） = 2.16*




















































































A Study on the Effect of a ‘Center for Early Childhood Education 
and Care’ for Mothers
Yoko Kusumoto
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
Abstract
　This research tried 2 approaches to consider the effect exerted on a mother of child rearing 
support in a Center for Early Childhood Education and Care. That’s “effect to mother friend making” 
and “effect of extra hours for child care”. First “effect to mother friend making” then, a mother of 
residence for less than 3 years, “with a lot of worries of lack of skills and child rearing anxiety”, and, 
“Friend’s support is little.”, though, “The child rearing which is aggressive and enriches child rearing 
affirmatively is made child rearing.”, it was considered. Therefore necessity of the child rearing 
support into which my mother friend making was incorporated was considered.
　Next “effect of extra hours for child care” then, I found out that “child-rearing affirmation” is 
expensive for the person who doesn’t use it. The relation with “relative’s support” was considered 
by the reason. It’s “extra hours for child care” but it was parallel with the previous study that effect 
isn’t indicated in mother “child rearing affirmation”. But this “extra hours for child care” is support 
necessary to busy mothers.
Key words： Center for Early Childhood Education and Care, child rearing support, mother child 
rearing consciousness, mother friend making, extra hours for child care
